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利

根

川

浩

行

中
国
天
台
宗
第
六
祖
湛
然
の
戒
律
観
に
つ
い
て
は
多
方
面
よ
り
検
討

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
中
国
天
台
初
祖
智
顕
及
び
日
本
天

台
宗
初
祖

最
澄
と
の
比
較
に
よ
る
湛
然
の
戒
律
史
上
の
位
置
、
ま
た
、

大
乗
戒
に
関
す
る
湛
然
の
独
自
性
の
二
点
に
論
点
を
絞

つ
て
考
究
し
た

い
。先

ず
、

智
顕

・
湛
然

・
最
澄
三
師
の
諸
著
述
を
み
る
と
、
三
師
共
、

小
乗
戒
を
認
め
る
説
(
イ
)
と
、
大
乗
戒
優
位
を
明
か
す
説
回
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

智
顕
(
イ
)
三
帰
五
戒
十
善
二
百
五
十
。
皆
是
摩
詞
術
。
山豆
有
三鹿
戒
隔
二妙
戒
幻
(法

華
玄
義

・
大
正
三
三
・
七

一
八
上
)

(
ロ
)
他
云
。
梵
網
是
菩
薩
戒
。
…
…
若
作
二別
円
菩
薩
解
一者
可
レ然
。
(同
七

剛
七
下
)

湛
然
(
イ
)
戒
無
二大
小
一由
二受
者
心
期
幻
(止
観
輔
行

・
大
正
四
六
・
二
五
五
上
)

(
ロ
)
若
正
立
二円
戒
一須
レ指
二梵
網
幻
(法
華
文
句
記
・
大
正
三
四
・
三

一
九

中
)

最
澄
(
イ
)
得
業
以
後
。
利
他
之
故
。
許
三仮
受
二小
律
儀
刈
(山
家
学
生
式
・
伝
教

大
師
全
集

一
・
七
頁
)

(
ロ
)
我
日
本
天
下
。
円
機
已
熟
。
円
教
遂
興
。
(依
慧
天
台
宗
序

・
同
三
・

三
四
三
頁
)
大
師
告
二諸
弟
子
等
二言
。
…
…
自
レ今
以
後
。
不
レ受
二声
聞

之
利
益

…
…
棄
二捨
二
百
五
十
戒
一已
。
(叡
山
大
師
伝

・
同
五
附
録
三

二
頁
)

即
ち
、
智
顕
は
諸
戒
を
相
待
判
と
絶
待
判
と
か
ら
分
別
し
、
相
待
判

に
よ
れ
ば
梵
網
戒
は
別
円
独
菩
薩
の
戒
な
り
と
し
、
絶
待
判
に
よ
り
小

戒
も
妙
戒
な
り
と
開
会
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
湛
然

は

「
受
者

の
心

期
」
を
問
題
と
し
て
、
小
乗
戒
を
も
大
乗
心
を
以
て
受
持
す
れ
ば
よ
い

と
解
釈
し
得
る
表
現
を
す
る

一
方
、
梵
網
戒
を
円
戒
と
定
め
て
こ
れ
を

重
視
し
て
い
る
。
最
澄
に
至
つ
て
は
、
条
件
付
き
で
小
戒
仮
受
を
認
め

る
が
、
遂
に
は
小
戒
棄
捨

へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
湛
然
の
戒
に
関
す
る
主
張
を
探
る
と
、

今
戒
為
二行
本
一猶
是
小
乗
。
棄
而
不
レ持
大
小
倶
失
。
(輔
行
・
大
正
四
六
・

一
六
二
中
)

五
戒
報
レ人
八
十
報
レ天
出
家
大
戒
感
二小
解
脱
一…
…
菩
薩
律
儀
八
万
細
行
報

荊
渓
湛
然
の
戒
律
観
 
(利
根
川
)
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得
二仏
果
一
(十
二
門
戒
儀
・
卍
続
二
-

一
〇
-

一
-
五
頁
)

出
家
菩
薩
具
足
堅
持
二毘
尼
篇
聚
↓
大
乗
教
意
。
一
切
皆
然
。
(文
句
記
・
大

正
三
四
・
三
四
三
下
)

等
の
説

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
か
ら
も
、
湛
然
が
持
戒
を
重

視
し
た

こ
と
、
諸
戒
の
中
で
菩
薩
戒
を
優
位
に
置

い
た
こ
と
、

一
方
で

は
篇
聚

の
戒
を
受
持
す
べ
き
と
し
た
こ
と
等
を
知
り
得
る
。

特
に
留
意
す
べ
き
は
今
の
資
料
中
、
文
句
記
の
文
に
は
続
い
て
、

但
此
土
器
劣
具
以
二小
検
一助
二成
大
儀
一
(同
)

と
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
は
逆
に
云
え
ぱ
、
此
の
土
の
器

劣
な
ら

ざ
れ
ば
大
儀
の
み
に
て
可
な
り
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、

こ
れ
が
最
澄
の
円
機
己
熟
説
、
小
戒
棄
捨
宣
言

へ
と
受
け
つ
が

れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
此
土
器
劣
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
湛
然

の
戒
律
観
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
時
、
当
時
の
出
家
僧
侶
の
有
様
を
も

考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
湛
然
の
目
か
ら
見
た

当
時
の
僧
風
に
関
す
る
記
述
を
探
る
と
、

今
時
僧
衆
不
下
以
二戒
律
一在
占
心
者
恐
滅
二仏
法
一
(維
摩
略
疏

・
卍
続

一-
二

八
-
三
-
二
〇
〇
頁
)

有
言
二
大
乗
何
須
マ執
レ戒
者
謬
奥
。
(輔
行

・
大
正
四
六
・
二
六
二
上
)

今
出
家
人
戒
定
慧
心
一
無
レ所
レ修

(維
摩
疏
記

・
卍
続
一
-
二
八
-
四
-
三

八
一
頁
)

と
の
説
が
あ
り
、
当
時
の
出
家
僧
侶
に
持
戒
心
の
無

い
こ
と
、
大
乗
仏

教
に
お
い
て
は
戒
に
執
す
べ
き
で
な
い
と
説
く
人
が
い
る
こ
と
、
戒
定

慧
三
学
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
こ
と
等
を
説

い
て
湛
然
が
こ
れ
に
批

判
的
態
度
を
と
つ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
次
に
大
乗
戒
の
受
持
と
云
う

点
に
つ
い
て
、
智
顕
と
湛
然
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。
智
顕
は

廻
向
具
足
無
上
道
戒
者
。
即
是
菩
薩
於
二諸
戒
中

具
二
四
弘
六
度
刈
発
願
要

心
廻
二向
菩
提
殉
故
名
二大
乗
戒
。
(法
華
玄
義

・
大
正
三
三
・
七
一
七
上
)

と
説
い
て
、
大
乗
戒
が
四
弘
誓
願
と
六
波
羅
蜜
と
の
関
連
に
お
い
て
受

持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
湛
然
が

出
家
菩
薩
六
和
十
利
与
二声
聞
一同
。
六
度
四
弘
異
二於
小
行
。
(輔
行
・
大
正

四
六
・
二
五
四
上
)

大
乗
律
儀
四
弘
為
レ本
立
レ心
縁
レ境
三
聚
為
レ懐
仏
道
但
是
三
聚
之
果
故
四
弘

三
聚
更
亙
相
資

(維
摩
疏
記
卍
続
一
-
二
八
-
五
-
四
〇

一
頁
)

と
説
く
点
は
智
顕
の
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
四
弘
と
六

度
が
大
乗
戒
と
の
関
連
に
お
い
て
説
か
れ
る
こ
と
は
容
易
に
う
な
づ
け

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
湛
然
は
更
に
、

此
四
信
須
レ約
二円
乗
↓
謂
一
体
三
宝

一
念
十
戒
。
方
為
二円
門
四
弘
之
首

(文
句
記
・
大
正
三
四
・
三
〇
六
下
)

不
レ
了
二
一
体
三
宝
常
住

不
レ聴
二出
家

言
二不
聴

一者
。
若
不
レ解
レ
此
戒
不
二

具
足
醐
(輔
行

・
大
正
四
六

・
三
〇
九
上
)

令
縁
於

一
体
三
宝
発
四
弘
誓
。
進
受
菩
薩
清
浄
律
儀
。
(金
捌
鉾
・
大
正
四

六
・
七
八
六
上
)
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応
下須
広
明
二
一
体
三
宝
一為
中
所
依
境
上須
知
此
境
有
二別
相
住
持
一用
レ之
也

(十
二
門
戒
儀
三
門

・
卍
続
二
-
一
〇
-
一
-
五
頁
)

等
と
あ
り
、

一
体
三
宝
と
大
乗
戒
と
の
結
び
つ
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る

点
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

智
顕
も

法
才
王
子
及
浬
繋
中
退
転
菩
薩
。従
レ初
己
来
帰
二依

一
体
三
宝
一黒
二修
戒
善

有
二受
法
一無
捨
法
一
(摩
詞
止
観
・
大
正
四
六
・
三
五
中
)

と
説
く
が
、
必
ら
ず
し
も
大
乗
戒
と
の
結
び
つ
き
を
述

べ
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
更
に
、
一
体
三
宝
に
つ
い
て
智
顕
、
湛
然
の
説
を
探
る
と
、

ニ

〔釈
箋
〕
第
五
下
四
十
六
左
〇
次
三
宝

ニ
 

ト
ハ

 

ハ

チ

ハ

チ

ハ

チ

 

ナ
リ

九
類
通

一
体
三
宝

者
。
真
性
即
法
宝
。
観
照
即
仏
法
。
資
成
即
僧
宝
。
(天

台
大
師
全
集
・
法
華
玄
義
三

・
六
七
〇
頁
)

と
あ
る
。

こ
れ
は
法
華
玄
義
三
法
妙
中
類
通
段
の
文
で
あ
る
が
、
留
意

す
べ
き
は

「類
通
三
宝
」
で
な
く

「類
通

一
体
三
宝
」
と
し
て
い
る
こ

と
、
湛
然
が
こ
れ
を
注
す
る
に
単
に

「次
三
宝
」
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
三
種
三
宝
中
他
の
別
相
、
住
持
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
説
明

不
足
の
感

を
抱
か
せ
る
。

こ
の
こ
と
は
三
宝
と
云
う
時
、

一
体
三
宝
を

重
視
す
る
と
云
う
了
解
が
既
に
あ

っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
湛
然
が
何
故
に
大
乗
戒
と
の
関
連
に
お
い
て

「
一
体
三
宝
」

を
と
り
、

「
三
帰
」
を
用
い
な
か
つ
た
の
か
考
察
し
た
い
。
智
顕
は

仏
法
以
此
三
帰
為
本
。
通
発

一
切
戒
品
及
出
世
善
法
。
(法
界
次
第
初
門

・

大
正
四
六
・
六
七
〇
下
)

と

三
帰
戒
が
仏
法
の
根
本
で
あ
り
.

一
切
戒
律
の
初
門
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
鹿
戒
と
妙
戒
と
を
判
ず
る
時
、

こ
の
三
帰
が
麓
戒

で
あ
る
こ
と
は
冒
頭
に
挙
げ
た
資
料
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
湛
然
も
、

初
列
中
三
帰
者
。
即
以
二三
蔵
三
宝
一而
為
三
二
帰
。
(輔
行

・
大
正
四
六
・
二

五
三
中
)

と
説
い
て
、
三
帰
を
蔵
教
の
摂
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
よ
り
、
湛

然
は
三
帰
を
大
乗
戒
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
控
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、

三
宝
於
レ是
現
二世
間
一者
。
亦
約
二漸
始
。
具
在
二
小
乗
一未
レ論
二
一
体

(文

句
記
・
大
正
三
四
・
二
五
二
上
)

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
宝
が

一
体
三
宝
と
規
定
さ
れ
た
時
大

乗
の
位
置
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
湛

然
が
大
乗
戒
と

一
体
三
宝
を
結
び
つ
け
た
理
由
が
理
解
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
湛
然
の
戒
律
観
は
単
に
戒

理
論
か
ら
の
み

で
な

く
、
当
時
の
出
家
僧
侶
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
た

上
に
成
り
立
つ
て
い
る

こ
と
が
知
れ
る
。
即
ち
、
持
戒
を
軽
ん
ず
る
風
潮
に
対
し
て
、
仏
道
修

行
の
基
本
で
あ
る
戒
の
重
要
さ
を
説
き
、
大
乗
戒
を
優
位
に
置
き
な
が

ら
も
、
小
戒
の
受
持
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
湛
然
の
こ
の
仏

道
基
本
の
重
視
が
持
戒
に
際
し
て
三
宝
と
の
関
連
を
説
く
所
以
で
あ

つ

た
ろ
う
。
戒
と
三
宝
に
お
い
て

一
体
三
宝
を
用

い
た
理
由
は
今
述

べ
た

如
く
で
あ
ろ
う
が
、
湛
然
の
行
者
の
機
根
を
ふ
ま
え
た
戒
律
観
は
最
澄

の
大
乗
戒
独
立
運
動

へ
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
た
で
あ
ろ
う
。

荊
渓
湛
然
の
戒
律
観

(
利
根
川
)
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